
 

 

 

 

 

 11 月 12 日（土）にみどり市の多世代交流館（旧福岡西小学校）

において、みどり市父の日大会が行われました。笠小からは、下の

表のみなさんが表彰され、その中でも６年生の髙橋陸隼くんが最優

秀作文となり、受賞者を代表して作文を朗読しました。家族への感

謝や憧れ、将来に向けた自分の考えなどを立派な態度で朗読するこ

とができ、素晴らしかったです。また、１年生の金谷藍知くんは群

馬県の優秀作文に入賞し、来る 26 日（土）に群馬県生涯学習センタ

ーにて表彰されます。 

 この会には、市長様や教育長様など、たくさんの来賓の方々が参

加されていましたが、みなさんが家族に対する思いを話してくださ

いました。その中で「家族とは当たり前にあるものではなく、育ま

れるもの」、「必要とされ、褒められ、認められ、愛されることにより

家族の絆は深まる」という言葉が心に残りました。自分にとって家族

とは・・・、子どもとは・・・いろいろなことを考えさせられました。

そして、考えたことを伝えることも時には必要だなと思います。少し

勇気が必要ですが、実践してみたいものです。 

１１月８日（火）から年に一度の人権学習週間が実施され、子

どもたちは、人権に関わる DVD を視聴したり、標語作成に取り

組んだりして、人権を守ることへの理解を深めたところです。人

権に関わる学習を通して、仲間はずれや差別、けんかなどのない

世の中に向けた思いが大きくふくらんだのではないかと思ってい

ます。群馬県では、人権問題に関わって右下表の内容を重要課題

として定め、子どもから大人までが偏見や差別のない社会づくり

に向け、協働していくことになっています。 

11 月 11 日（金）の朝行事には、校内テレビ放送で、全校での

人権学習を行いました。右の表中の「子どもたち（友だち）」と「イ

ンターネットによる人権侵害」に焦点を当て、校長か

ら講話を行いました。友だちに関わることについては、

「思いやり群馬県一」を掲げる笠小としては、最も大

切な内容であると考えています。日常から、子どもた

ちの温かで思いやりのある言動には、いつも感心させ

られているところですが、今回は、「自分の思いやりの

ある言動が、友だちも、自分のおうちの人も、友だちのおうちの人も幸せにしてくれる。」というお話を 6 年

生の行動を例にお話ししました。また、インターネットによる人権侵害については、「文字だけでのやり取り

では、真意が伝わらないこともあり、相互の誤解からトラブルに発展してしまう危険がある。」というお話し

をしました。講話の最後には、笠小の第 2 校歌である「ひまわりの花畑」のアニメーションを紹介し、視聴し

ながら上記 2 つのことについて自分を振り返る時間を設けました。ここで視聴したアニメーションは、桐生大

学の学生さんたちが笠小のために制作してくれたものです（上の写真の方々）。なお、動画については、各学

級のクラスルーム及び学校だよりや学年だよりと同様に保護者みなさんの端末からも視聴できるようになっ

ていますので、ぜひご覧ください。 

 

 

 

学年 名前 成績 

1 金谷 藍知 優秀賞 

４ 鹿木 漱介 優秀賞 

５ 遠田 仁菜 優秀賞 

６ 髙橋 陸隼 最優秀賞 

（１）女性  （２）子ども  （３）高齢者 

（４）障がいのある人たち （５）同和問題 

（６）外国籍の人たち     （７）HIV感染者の人たち 

（８）ハンセン病元患者の人たち （９）犯罪被害者 

（10）インターネットによる人権侵害 （11）その他 

 
学校だより No.２５ ２０２２．１１．２１ 

 https://midori-school.ed.jp/kasasho/ 

笠懸小学校は今年も思いやりも群馬県一を目指します！ 

みどり市父の日大会が行われました 

「ひまわりの花畑」動画をぜひご覧ください（人権学習にあわせて紹介） 

代表で作文を朗読する髙橋君 

動画を作成してくださった桐生大学のみなさん 



 音楽鑑賞や演劇鑑賞、絵画、芸能などについては、子どものうちに本物に触れる機会を多くすることが大切

だと言われます。笠小でも情操教育の一環として、11 月 11 日（金）に全学年で演劇教室を行いました。今年

度は、劇団「銅鑼」による「いのちの花」を鑑賞しました。この演劇のあらすじは、以下のようです。 

このような物語を基に、ペットの命・家畜の命・人間の命など、いのちってなん

だろう？を子どもたちに考えさせる内容でした。一人一人の命・一つ一つの命はと

ても尊くて重いことは、言葉として、知識として知っています。誰もが、あたりま

えのことと思っていることです。しかし、本当にそれはあたりまえのこととなって

いるのか、考えていきましょう。食事をはじめる際に「命をいただきます」は、毎

回気持ちを込めて言いたいものです。以下、子どもの感想を載せます。 

保護者の皆様からのご意見（一部抜粋してあります）  

今後の取組や対応 観 点 肯定的なご意見 課題と考えられるご

意見 

連携・協

働・通信

など 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・子供と学校職員、親が一丸

となって連携しているところ。 

・先生方が児童のことを良く

見てくださっているので、安心

して学校に通わせられます。 

・少人数になったこと 

・子どもをよく見て、よく理解し

てくださっていると思います。 

・保護者と先生とのコミュニケ

ーションを図ることは重要だと

考えます。引き続きお願いしま

す。 

・人数が減ったぶん、のびのび

と学校生活を過ごせたらいい

なと思っています。 

・ペーパーレスは解

りますが、学年通信

は紙で配ってほし

い。（複数） 

・学年だよりは紙に

してほしい。タブレッ

トでしか読めなくな

りましたが、全然見

せてもらえません。

お便りの内容も親

のメールに飛ばして

欲しい。 

・学年だよりや学校だよりをタブレットだけで

なく、保護者の皆様の端末に直接お届けでき

るよう改善しました。利便性は向上したでしょ

うか？これからも更に連携が密接になる手立

てをできるだけ講じてまいります。 

・連携や協働、コミュニケーションについては、

肯定的なご意見をいただき、たいへんありが

たいです。引き続きよろしくお願いします。 

・少人数になったことのメリットはたくさんあり

ます。施設・設備のゆとりはもちろんのこと、子

どもたちを深く理解する教職員の数が多くな

ったことも大きいです。また、子どもたちのため

になることを効率よく行えるようになったこと

もメリットです。笠小のよき伝統と併せて、少人

数になったことのよさを上乗せしていけるよ

う、これからも努力してまいります。 

 

ある日、主人公たち高校生は、見学に訪れた動物愛護センターで、殺処分された動

物たちの骨が「ゴミ」として捨てられていることを知る。自分たちにできることはないだ

ろうか？声を上げることもできずに死んでいった動物たちの「いのち」。彼女たちは、動

物たちの骨を使って花を咲かせ、蘇らせることを思いつく。名付けて“いのちの花プロジ

ェクト”。彼女らが咲かせた花を受け取ってくれる人はいるのだろうか？ 

今日は、すてきな劇をありがとうございました。私自身も犬が好きなので、殺処分のシ

ーンはとても胸が痛みました。殺処分をゼロにすることは、どこかの１人や２人が行動し

ても簡単に変わるような問題ではないと思うので、もっと国や政治が考えてもいいんじ

ゃないかと思いました。この劇を観て、命の大切さについて知ることができました。私も

できることをしていこうと思いました。（６年生） 

今日はステキな劇をありがとうございました。今日の演劇で「命って何だろう」「なん

で命は大切なんだろう」と改めて考えられました。わたしは、「生きることは、におうことな

んだよ」のところがおもしろくて好きです。わたしは、命の大切さを考えながら生きていき

ます。悲しくてなみだがでました。劇団のみなさん、今日は本当にありがとうございました。（４年生） 

令和 4年度第 1回学校評価の結果⑥「自由記述より」その３ 

演劇鑑賞会を実施しました 

「銅鑼」のみなさんの色紙 


